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1. 令和元年9月期第3四半期の連結業績（平成30年10月1日～令和元年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

元年9月期第3四半期 5,875 17.5 249 189.1 255 184.2 182 116.7

30年9月期第3四半期 5,002 △7.7 86 △72.9 90 △71.9 84 △38.9

（注）包括利益 元年9月期第3四半期　　179百万円 （184.2％） 30年9月期第3四半期　　63百万円 （△58.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

元年9月期第3四半期 210.73 ―

30年9月期第3四半期 96.68 ―

（注）当社は、平成30年4月1日を効力発生日として普通株式5株につき1株の割合で株式併合を行っております。１株当たり四半期純利益につきましては、前連
結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

元年9月期第3四半期 9,212 3,687 40.0

30年9月期 7,849 3,582 45.6

（参考）自己資本 元年9月期第3四半期 3,687百万円 30年9月期 3,582百万円

（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、前連結会
計年度に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年9月期 ― 0.00 ― 100.00 100.00

元年9月期 ― 0.00 ―

元年9月期（予想） 100.00 100.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和元年 9月期の連結業績予想（平成30年10月 1日～令和元年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,700 17.7 400 23.1 400 21.5 270 4.0 313.45

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 元年9月期3Q 901,151 株 30年9月期 901,151 株

② 期末自己株式数 元年9月期3Q 35,956 株 30年9月期 39,756 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 元年9月期3Q 863,914 株 30年9月期3Q 869,002 株

（注）当社は、平成30年4月1日を効力発生日として普通株式5株につき1株の割合で株式併合を行っております。期中平均株式数（四半期累計）につきまし
ては、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日において入手可能な情報に基づき算定しており、その達成を当社として約束す
る趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因によって数値予想と異なる結果となる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。 

 なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年2月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態につきましては遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っ

ております。 

 

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間の建築業界では、東京五輪関連の工事が終盤に入り、消費税率引き上げに伴う駆け

込み需要も収束する等、工事需要に鈍化の兆しが見え始めています。大手ゼネコン８社の国内受注見通しも６年

ぶりに低水準になるものと見込まれています。しかしながら、依然として都心部中心にオフィス需要は強く再開

発事業が継続的に計画されており、一旦は需要が落ち着くものの、中期的には業界全体としては緩やかな回復基

調が続くと予想されております。また、足元では、労務逼迫による工事の遅れ等により業績の予測が難しい状況

が続いております。 

 このような事業環境の中、工事利益の採算性に留意し、新築市場、リニューアル市場ともにバランスのとれた

受注獲得のほか、直接受注の拡大、子会社とのコラボレーション推進等、中長期的な成長戦略も視野に業績の維

持、拡大に取り組んでまいりました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は67億38百万円（前年同四半期比14.2％減）となりました。売

上高につきましては、58億75百万円（前年同四半期比17.5％増）となりました。利益につきましては、営業利益

は２億49百万円（前年同四半期比189.1％増）、経常利益は２億55百万円（前年同四半期比184.2％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は１億82百万円（前年同四半期比116.7％増）となりました。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（建設工事業） 

 売上高は50億58百万円（前年同四半期比8.7％増）となり、セグメント利益は１億60百万円（前年同四半期比

141.7％増）となりました。受注高につきましては、57億39百万円（前年同四半期比19.3％減）となりました。 

（設備工事業） 

 売上高は８億28百万円（前年同四半期比132.2％増）となり、セグメント利益は88百万円（前年同四半期比

350.2％増）となりました。受注高につきましては、９億98百万円（前年同四半期比34.0％増）となりました。 

 

 なお、当社グループは、完成工事物件の引渡しが第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に集中

するため、四半期連結会計期間の売上高には季節的変動があります。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資 産）

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は76億８百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億12百万円

増加いたしました。これは主に未成工事支出金が増加したことによるものであります。固定資産は16億４百万円

となり、前連結会計年度末に比べ49百万円減少いたしました。 

 この結果、総資産は92億12百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億63百万円増加いたしました。 

（負 債）

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は50億82百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億43百万円

増加いたしました。これは主に未成工事受入金が増加したことによるものであります。固定負債は４億42百万円

となり、前連結会計年度末に比べ15百万円増加いたしました。 

 この結果、負債合計は55億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億59百万円増加いたしました。 

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は36億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億４百万円増

加いたしました。これは主に利益剰余金の増加によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は40.0％（前連結会計年度末は45.6％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年11月９日に発表いたしました連結業績予想からの変更はございません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和元年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 666,856 1,492,321 

受取手形・完成工事未収入金 1,880,739 798,443 

電子記録債権 465,282 683,652 

未成工事支出金 2,894,088 4,339,712 

材料貯蔵品 7,913 8,708 

その他 281,634 286,025 

貸倒引当金 △975 △664 

流動資産合計 6,195,539 7,608,200 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 746,073 740,175 

土地 447,020 447,020 

その他（純額） 13,894 12,197 

有形固定資産合計 1,206,989 1,199,393 

無形固定資産    

ソフトウエア 26,059 21,059 

ソフトウエア仮勘定 － 26,550 

無形固定資産合計 26,059 47,609 

投資その他の資産    

投資有価証券 22,529 19,007 

長期貸付金 15,015 27,116 

その他 455,617 383,955 

貸倒引当金 △72,357 △72,363 

投資その他の資産合計 420,804 357,714 

固定資産合計 1,653,853 1,604,717 

資産合計 7,849,392 9,212,917 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和元年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 800,070 752,138 

電子記録債務 323,038 379,569 

短期借入金 25,000 50,000 

1年内返済予定の長期借入金 257,946 440,670 

未払法人税等 34,759 15,087 

未成工事受入金 1,888,309 3,227,294 

賞与引当金 72,135 35,334 

役員賞与引当金 32,198 － 

完成工事補償引当金 12,761 13,162 

工事損失引当金 18,481 22,861 

その他 374,795 146,600 

流動負債合計 3,839,496 5,082,719 

固定負債    

長期借入金 385,288 401,198 

その他 41,620 41,620 

固定負債合計 426,908 442,818 

負債合計 4,266,404 5,525,537 

純資産の部    

株主資本    

資本金 885,697 885,697 

資本剰余金 1,261,600 1,261,600 

利益剰余金 1,551,439 1,647,077 

自己株式 △117,151 △105,953 

株主資本合計 3,581,584 3,688,420 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,403 △1,039 

その他の包括利益累計額合計 1,403 △1,039 

純資産合計 3,582,988 3,687,380 

負債純資産合計 7,849,392 9,212,917 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年10月１日 

 至 平成30年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年10月１日 
 至 令和元年６月30日) 

完成工事高 5,002,258 5,875,586 

完成工事原価 4,209,580 4,898,672 

完成工事総利益 792,677 976,914 

販売費及び一般管理費 706,532 727,868 

営業利益 86,144 249,046 

営業外収益    

受取利息 221 263 

受取配当金 1,414 500 

受取賃貸料 2,326 1,646 

技術指導料 2,658 4,796 

その他 3,368 3,762 

営業外収益合計 9,989 10,968 

営業外費用    

支払利息 3,797 3,246 

その他 2,304 900 

営業外費用合計 6,101 4,146 

経常利益 90,032 255,868 

特別利益    

投資有価証券売却益 34,810 － 

特別利益合計 34,810 － 

税金等調整前四半期純利益 124,843 255,868 

法人税、住民税及び事業税 3,589 45,394 

法人税等調整額 37,241 28,424 

法人税等合計 40,830 73,818 

四半期純利益 84,012 182,050 

親会社株主に帰属する四半期純利益 84,012 182,050 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年10月１日 

 至 平成30年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年10月１日 
 至 令和元年６月30日) 

四半期純利益 84,012 182,050 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △20,819 △2,443 

その他の包括利益合計 △20,819 △2,443 

四半期包括利益 63,192 179,606 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 63,192 179,606 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。
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